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設立の目的と事業方針
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JICC
国際クルーズ船の日本発着・寄港を活発化し
日本におけるクルーズの振興、地方創生に寄与すること

① COVID-19の影響により運航が休止している日本での「国際クルーズ」の一日も早い再開のため、会員各社の
クルーズ船の感染予防対策の徹底とその感染予防対策を全国の港湾管理者を始めとする関係者、クルーズ
船利用者等へ安心・安全なクルーズを周知し理解を促す

② 日本周辺における新たなクルーズの開発等に取り組み、COVID-19の感染拡大以前のクルーズ船利用者数を
目指して、クルーズ関係者の結集により日本周辺を含むクルーズの魅力を世界に発信

目的

目標

事業方針

• 2022年日本発着国際クルーズの再開
• 2022年海外発着（フライ＆クルーズ）クルーズの再開
• その後、日本寄港国際クルーズ再開

• 2024年までにクルーズ人口を
2019年同等比（35万人）まで復活させる

※（1989年～2020年の数値）国土交通省海事局調
※ 試算は2023年に2019年の水準まで回復する事を前提とし、2024年以降は2017年～2019年の伸び率を参照

～ 日本のクルーズ人口 ～
2019年までの実績とポストコロナの目標



各関係機関（政府及び港湾管理者）と綿密な連携を取り、運航再開に向けた共通の手順の整備

港湾管理者（全国クルーズ活性化会議）との意見交換会

 プロモーション部会・オペレーション部会・広報委員会・その他ワーキンググループにて
正・副会員各社を含めた横断的な意見交換及び今後の方針案検討

海外での先進事例の情報共有

 クルーズの安心・安全の発信に向けたPR活動（今後セミナー開催など）
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JICC 活動内容

クルーズ再開に向けた取り組み

 関係する各業種連携のプラットフォームとして情報共有など相互連携の場を形成
 世界のクルーズマーケット動向把握
 魅力的なクルーズ商品造成のベースとなる寄港地及び周辺海域の魅力を探し

発信できるよう港湾・地域との有効な連携を図っていく

クルーズ回復に向けた取り組み



 プロモーション部会 船社・GSA・旅行会社
 オペレーション部会 船社・船舶代理店・ランドオペレーター

JICC 委員会・専門部会・ワーキンググループについて

委員会

専門部会

 広報委員会

正会員・準会員の業種をもとに
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